
令和6年3月6日
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント
４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：８０％以上の正規教員がChromebookに月に10日
以上ログインし活用した。
３：７０％以上の正規教員がChromebookに月に10日
以上ログインし活用した。
２：６０％以上の正規教員がChromebookに月に10日
以上ログインし活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

1

Ｃ

Ｄ

0

0

生徒アンケートの「授業
の内容は理解できる」
についての回答の割合

6

Ｂ

４：
80％以上

３：
65％以上

２：
50％以上

目標に対する成果指標

２：
50％以上

4

学校関係者記入欄

令和５年度　大田区立六郷中学校　自己評価　報告書

大項目 取組内容

〇令和５年度９月１日現在
　・全生徒数＝４３２名　第1学年１２４名、第２学年１２９名、第３学年１６３名、特別支援学級（６組）１６名
＜学校教育目標＞１．知的で感性豊かな生徒を育てる。２．健康明朗で頑張る生徒を育てる。
＜指導の重点＞１．学力の充実に努める真剣な授業　２．生徒の連帯を深める美しい心　３．環境を整備するきれいな学校
＜学校スローガン＞あ・じ・み　　あいさつをする・時間を守る・身だしなみを整える

成果
評価

これまでの取組
今後の改善策

取組評価

3

3

Ａ

児童・生徒一人
ひとりの学ぶ意
欲を高め、確か
な学力を定着さ
せます。

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

授業力を高めるためにICT機器（タブレット
端末等）を積極的に活用したり、資料や教
材を工夫する。

１：
50％未満

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人一人の学習のつまずきや学習方法につ
いて、指導する。

目標 取組指標

1

1

1

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習補助員等による算数・数学・英語の補
習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

ICTを活用しての授業、先生方は様々工夫し
てくださっていると思います。

授業中の様子もとても落ち着いていて、生徒
達も理解しているというか、スムーズな授業
でよいと思います。

私の世代には無かった教育が現在行われて
いる。教職員が生徒一人一人との向き合い
方、学習等々ある中で、このアンケート結果
は評価したい。

生徒は授業の内容は理解しているようなの
で、これを伸ばしていくように、指導をしてい
けばよいと思います。

先にありましたように、８０％以上の子どもた
ちが理解をしているのか？していないのか？
改善策にもあるように理解をしたつもりに
なってはいないか？その後の応用やアレン
ジを加えた現場での実際の活用（授業内容
の）等々、暗記で覚えて消えていかない実践
を望みます。

ICT環境を生かし、生徒の
理解が進むような授業を
目指し、大学教授を講師
に招き、校内研修会を実
施した。また、教育長の
ICT視察では、活用を促
進している場面を披露す
ることができた。

授業では理解できている
と感じているが、定着には
至っていない。生徒の学
力を分析して、適切な支
援を進めるとともに、家庭
学習の習慣を身に付けら
れるように指導を進めて
いく。

プ
ラ
ン
１
　
未
来
社
会
を
創
造
的
に
生
き
る
子
供
の
育
成

コミュニケーショ
ン能力、情報活
用能力、ともに
生きる力等、こ
れからの社会の
変化にしなやか
に対応する子ど
もの力と自信を
身に付けます。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

3

生徒アンケートで「自分
の学力は向上している
と思う」についての回答

の割合

４：
80％以上

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、ＩＣ
Ｔ機器を活用した授業を実施する。 4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業を
実施する。

2

コロナ禍で思うように行かない状況があった
かと思います。生徒が自分の学力向上を客
観視できるような工夫をお願いできればと思
います。

確かに長い間のコロナの状況から、第五類
になったといっても子どもたちにとってはコロ
ナの時の方が普通のような年月だったと思
います。なかなか変化に対応するには時間
がかかると思います。

コロナ禍という大変な時に中学校生活を送っ
た生徒たちは、家庭での学習に多くの時間を
費やしたのだと思うが、その中での体験等な
どを今後に生かしてくれることを望みたい。

生徒のアンケートは低いが教員も生徒も理
解をしているので、一緒にやっていけばよい
と思います。

協議会でもお話が合ったように、子供たちの
自らの評価で肯定感が低い。または周りの
大人たち（親や先生）が褒める、喜ばせる、
自信を付けさせる体験が少なく、自己の評価
が分からないのでは？他人と比べて良い悪
いではなく、自身が少しでも頑張ったのなら
それでOK‼そして２歩交代しても３歩進めば
OK‼という学校生活でありますように。

論理的、科学的な思考力の育成を目指し、
「おおたのものづくり」を生かした体験活動
や理数授業等を実施する。

1 ３：
65％以上

Ｂ 4

Ｃ 1

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導や
「一校一取組」運動や「一学級一実践」運動
を実践する。

4 １：
50％未満

Ｄ 0運動会、学習発表会（合唱コンクール）をは
じめとした行事や取組において、生徒が主
体的・対話的に活動できる場を設定してい
る。

3

2

確かな学力の定着を目標
に、基礎・基本を重視して
授業を実施してきた。ま
た、コロナが第５類に移行
したが、生徒の体験から
得られる学びの場が少な
い現状がある。

生徒が動き、体験し、感
じ、学ぶ体験を多く取り入
れ、生徒が自らの成長を
感じられるような授業展
開や行事を増やしていくこ
とで改善を進めていく。

Ａ 2



４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に
対応した。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組
織的な対応をしなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の
増

進

Ｃ

Ｄ

３：
65％以上

２：
50％以上

１：
50％未満

B

休み時間には校庭で元気
に遊ぶ姿が見られてい
る。保健体育の授業では
一校一取組で持久走を実
施することで、体力向上
に努めた。

朝食を食べてこない生徒
が一定数存在し、給食を
中心とした食育指導を徹
底させていく。また、給食
の残菜量を減少させるた
めに、委員会活動の活発
化させていく。

生徒アンケートの「自分
の体力は向上している
と思う｝についての回答

の割合

Ａ

0

0

４：
80％以上

４：
80％以上

0

5

2

6

1

子ども一人ひと
りの正義感や自
己肯定感、自己
有用感などを高
めるとともに、自
他の生命を尊重
する心を育成す
るなど、未来へ
の希望に満ちた
豊かな心をはぐ
くみます。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

生徒アンケートの「学校
の決まりをきちんと守っ
ている」についての回
答の割合

4

3

3

Ｃ

Ａ

Ｂ

3

体育的行事、部活動、休み時間など様々な
機会を通して運動習慣の確立を推進する。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高める。

Ｄ

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生徒
に対して組織的に対応する。

スポーツに親し
む心の育成や、
運動習慣の定
着による体力の
向上など、生涯
にわたって健康
増進を図る意識
の向上をめざし
ます。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじめ
の未然防止、早期発見等のための取組を
実施する。

不登校生徒や欠席が多い生徒に対して
は、カウンセラーや外部機関と連携し、全
教職員できめ細かな対応を行う。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした「食
育」を推進する。

保健体育の授業・保健指導・食育を中心
に、生徒の運動・体力・健康等についての
関心を高める。

問題行動・不登校問題等にかかわる児童・
生徒に関するケース会議等を実施する。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を行
う等道徳指導充実のための取組を行う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望まし
い生活習慣についての意識啓発を行う。

0

学校スローガンが生徒に浸透していると感じ
ます。

学校の決まりを守っているという事は、雰囲
気からも分かる気がしました。

学校行事に参加した際の印象として笑顔の
生徒が非常に多く「こんにちは」の挨拶「あ・
じ・み」の定着感を強く感じた。

学校の決まりをきちんと守っている。学校内
の様子を見ているとよく分かります。挨拶、身
のまわりや規律をきちんと守っています。学
校内もきれいできちんとしています。

六郷中の生徒が昔に比べとても「決まりをき
ちんと守っている」ことは十分にうかがえると
思う。ただ、数％の多様な友達に理解がある
のか、国籍や障がい、心の病、LGBTQなど
の差別理解も含めて、多数派ならOKになら
ないように、心の成長を見守ってほしい、そ
れは先生方の気持ちの現れでも同じだと思
う。

朝食を食べてこない生徒については家庭の
問題でもあり、夜遅くまでスマホ等々による
ゲーム等をしているのでは？そのため、朝起
きるのが遅くなり朝食をとらずに・・・。
できるのであればなお一層の体力向上に努
めてほしい。

体力は少し低下しているようだが、校庭で遊
んでいるし、持久走を取り入れたりでもっと
もっと伸びると思います。先生方がいろいろ
と指導をしてくださるので、もっと向上していく
と思います。

コロナ禍でも元気に校庭や部活動等で活動
し、体力を向上している反面、なかなか運動
しなかったり、食べない子どもたちもいると思
う。協議会でも話のでた正しい姿勢と歩き方
をぜひ実行してくれたらうれしいです。

2

3

3

3

4

4

いじめ対策について生活
指導部が中心となり、毎
週の情報交換を実施して
きた。様々な角度や関係
機関と連携して事象を分
析し、対応策を検討して
実行することができた。

問題行動や不登校の状
況が発生する前に、道徳
を要とした生徒の心を動
かし、成長させることがで
きる指導を充実させてい
く。

3

3

３：
65％以上

２：
50％以上

１：
50％未満



４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：
80％以上

Ａ

４：
80％以上

学校公開時の保護者
アンケートの「生徒たち
一人一人の活動が充

実していた」についての
回答の割合

３：
65％以上

２：
50％以上

保護者アンケートで「学
校・学年便り等で学校

の様子がよくわかる」の
回答の割合

0

0

6

1

地域教育連絡協議会において、児童・生徒
の変容等の具体的な資料を作成して、評
価に必要な学校の情報を適切に提供し、
適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の基
本情報、児童・生徒の活動情報等をホーム
ページ等で公開及び更新することにより、
積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
と
も

に
進
め
る
教
育

学校・家庭・地
域が担う役割な
どを明確にし、
地域に開かれた
教育の実現を目
指します。また、
相互の連携を深
め、子どもを育
てる仕組みを作
ります。

4

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載す
る。

○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

地域教育連絡協議会の
委員に学校行事に参加し
ていただき、生徒の様子
を見ていただく機会を設
けた。また、地域から見た
学校の様子を伺い、地域
と学校を結ぶ手だてを検
討す参考になった。

コロナが第５類に移行し
たこともあり、地域と学校
の結びつきが増えてきた
ことを活用して、連携を深
めていく。

地域と生徒が顔と名前の分かるつながりがもてる
様、地域の一員としてしっかりと協力してまいりた
いと思います。

保護者の皆さんが、学校の様子がよく分かるという
のは、すごく良いです。子どもとのコミュニケーショ
ンもできているということもあると思います。

協議会のメンバーとして学校行事になかなか参加
できず、大変申し訳なく思っております。会議のみ
の協議会の開催は13：00前後の時間帯での開催
を望みます。

地域から見た学校はとても良い学校です。学校だ
よりのアンケートでも保護者がよく学校のことに関
心をもっているのがとても良いと思います。それだ
け校長先生をはじめ教職員がしっかりと生徒を見
守っているからだと思います。

学校・学年だよりなどの配信での皆様のお陰でより
よく学校の様子が分かり、保護者の方々も理解し、
感謝していると思う。これからもコミュニティース
クールに向け地協の充実、地域の連携をさらに深
めていけたらと心から思う。

青少対の年末の事業にボランティアとして参加した
女子が六郷中の生徒でした。気配りが素晴らしく、
感心しました。
日頃から校長先生自ら町の清掃などを生徒と行っ
ており、毎回応募人数も多く、締め切るほどと聞い
ています。
地域教育連絡協議会委員になり、数年経ちます
が、今年は特に学校の取組が生徒に浸透してきて
いると感じました。

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

0

0

学校支援地域本部と連携するなどして、地
域力を生かした特色ある教育活動を実践
する。

B

1

３：
65％以上

町内会や青少年対策委員会等地域との連
携を強化し、ボランティア活動等で積極的
に関わるよう、生徒に働きかけていく。

２：
50％以上

１：
50％未満

児童・生徒が安
全・安心に学校
生活を送るため
に、教員の指導
力向上と良質な
教育環境をつく
ります。

各種研究発表会等の研究・研修の成果を、
自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生かし、
主任教諭が助言・支援を行う校内研修等を
実施しOJTを充実させる。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

学校生活調査と学級集団調査（QU等）の
結果を分析し、生徒一人一人の状況を把
握した上で、よりよい学級集団づくりに向け
取り組む。

3

3

4

7

0

Ａ

Ｂ

Ｃ

Ｄ

4

１：
50％未満

充実した活動ができているというのはとても
よいことだと思います。作品展の作品を見て
もとてもそれがよく分かると思います。

私の知る限りの現在の生徒達の学校生活を
大いに評価したいし、評価している。

生徒も先生の授業や指導をしっかりと聞き、
先生も生徒のことを考えて教育をしているの
でとてもよいと思いました。

学校支援コーディネーター会の時も話が出た
ように、委員会をもっと復活させていってほし
い。保護者・生徒たちは経験がないので充実
したと感じているかもしれないけれど、本当
のコロナ前の充実とは違うと思う。先生方の
負担も多くならないよう工夫して、様々なやり
がいのある活動でもっと充実した学校生活を
送れるように・・と思う。

4

2

3

3

4

月１回の特別支援推進委
員会では、各学年の状況
を共有し、SCから助言を
もらうことができた。
指導教諭の模範授業に
多くの教員が参加し、自
己の授業改善に努めるこ
とができた。

学校生活調査、学級集団
調査などの各種調査を有
効活用し、個人・学級・学
年の様子を客観的に把握
し、より素早い手だてを実
施していく。


